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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
就
職
活
動
等
へ
の
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
就
職
活
動
等
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問

す
る
。 

一 

二
〇
一
九
年
度
卒
業
の
新
卒
者
に
つ
い
て
は
、
一
部
に
採
用
内
定
の
取
消
し
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
四
月

以
降
も
例
年
と
異
な
る
勤
務
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
以
下
、
回
答
さ
れ
た
い
。 

 

１ 

内
定
取
消
者
の
採
用
に
取
り
組
む
企
業
に
対
し
て
、
政
府
と
し
て
支
援
策
を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

２ 

東
京
都
、
神
戸
市
、
群
馬
県
桐
生
市
、
千
葉
県
成
田
市
、
大
阪
府
豊
中
市
な
ど
、
地
方
自
治
体
で
は
内
定
取
消
者
を
対

象
に
臨
時
採
用
を
行
っ
て
い
る
例
が
あ
る
が
、
政
府
も
同
様
の
取
組
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

 

３ 

内
定
者
へ
の
入
社
辞
退
の
強
要
や
新
卒
採
用
者
へ
の
自
宅
待
機
の
指
示
に
つ
い
て
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
問
題
と
な
っ
た
試
用
期
間
中
の
解
雇
を
防
止
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺

い
た
い
。 

 

４ 

企
業
側
の
都
合
で
労
働
者
を
休
業
さ
せ
た
場
合
は
労
働
基
準
法
に
基
づ
き
休
業
手
当
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
よ
う
な
知
識
の
不
足
に
乗
じ
て
新
卒
採
用
者
へ
の
支
払
い
を
回
避
す
る
等
の
問
題
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
。



 

２ 

 

政
府
の
認
識
と
対
応
を
伺
い
た
い
。 

二 
二
〇
二
〇
年
度
卒
業
予
定
者
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
学
生
が
集
ま
る
企
業
説
明
会
が
中
止
さ
れ
る
な
ど
、
就
職
活
動
等
へ

の
影
響
が
生
じ
て
い
る
。
以
下
、
回
答
さ
れ
た
い
。 

 

１ 

ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
企
業
説
明
会
や
面
談
は
、
中
小
企
業
に
は
困
難
な
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
支
援
策

を
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

２ 

大
学
卒
業
予
定
者
に
つ
い
て
は
、
「
就
職
・
採
用
活
動
日
程
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
で
の
検
討
の
結
果
、
採

用
選
考
活
動
開
始
が
六
月
一
日
以
降
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
短
期
の
大
量
・
一
括
選
考
が
よ
り
困
難
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
政
府
の
認
識
と
対
応
を
伺
い
た
い
。 

 

３ 

高
等
学
校
卒
業
予
定
者
に
つ
い
て
は
、
「
高
等
学
校
就
職
問
題
検
討
会
議
」
で
の
検
討
の
結
果
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ

る
求
人
申
込
書
の
受
付
開
始
が
六
月
一
日
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
を
含
め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
再
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


